
宮脇綾子《はりえ日記》について①

一第1巻から第3巻まで－

西崎紀衣

豊田市美術館は創作アプリケ作家・宮脇綾子（1905－1995年）の作品を192件所蔵して

いる。その大半は単体のアプリケ作品であるが、〈木綿縞乾柿型集択196T89年、15冊）

や《縞魚型文様集択1967－82年、22冊）のように、複数年に渡って様々なアブノケが

貼られた折本からなる作品も含まれている。本稿で挙げる《はりえ日記砂もまた同様

の体裁の作品である。

額装や屏風、衝立のアプリケ作品の場合、展示または印刷物における一瞥によって

その様相を認識することは可能である。しかし表出が部分的にならざるをえない折

本の場合、その全体像を一目で完全に把捏することは不可能である。作家のライフ

ヮークともいえる重要な作品であるにもかかわらず、折本70冊からなる《はりえ日記粉

もその膨大さゆえに、部分的な紹介に留まっている。また過去、作家の生前より幾

度か日記の抜粋が書籍化↑されたこともおるが作品の全体が紹介されたことは末だ

ない。

本稿では《はりえ日記）の第1巻から第3巻までの記載内容を起こし、各該当頁の画

像と併せて掲載した。作品の詳細だけではなく作家宮脇綾子の内面を知り、他のア

ブノケ作品に対する更なる理解を深める一助となると確信している。

作者・宮脇綾子略歴

1905（明治38）年2月8日、東京に生まれる。旧姓門脇綾子。1927（昭和2）年に名

古屋市在住の洋画家・宮脇晴（1902－1985年）と結婚、l女2男に恵まれ、主婦とし

て宮脇泰を守り続けた。戦争を生き抜き新しい時代を家族と迎えた1945（昭和20）年

8月、綾子は夫・晴の了鉾を得て2、身の回りにある古布や端切れを用いた創作アプ

リケを開始する。作品の主題として、庭の花や草木、魚、野菜など身近な事物に

着目、「布と遊ぶ」の言葉そのままに素材の特性を活かした、素朴ながらも斬新な作

品を制作した。1952（昭和27）年11月、初個展を開催。以降、最晩年に至るまで国内

外で作品を発表し続けた。1960（昭和35）年12月には「アプリケ綾の会」を主宰、以

降「綾の会展」を毎年開催。また短期大学や文化センター等でも講師を歴任、多くの

後進や愛好者を育てた。1995（平成7）年7月7日、90歳で残。

鮎よりえ日記紺こついて

1972（昭和47）年2月18日から1990（平成2）年5月7日まで続けられた絵日記。各

巻30．2×21．0cm、概ね45頁前後の折本である。各表紙には〈貼り画帖〉〈はりえ帖〉〈貼

り画と水彩帖〉〈はりえ日記〉など様々なタイトルが付けられているが、これらすべ

てを総称して鮎よりえ日記砂とされる。アブノケの素材は布や紙が中心だが、革や藁、



本物の紅葉や蔓など通常の作品と同様に、作家の機微に触れた素材も用いられて

いる。また「はりえ」としてはいるが、水彩やペン、色鉛筆による描画も随所にみら

れる。

「毎日は　とてもやれないだろうけれどつとめて貼って見よう。3」と始めた日記に

は、見開き2頁で1日の紙面構成が多いものの特に規定はなく、1日で1頁の場合や、

1日に複数頁を費やすこともある自由な構成となっている。旅行などで当日のうち

に日記を残せず、後日まとめ書きすることもあれば展覧会準備等で多忙な時期は

しばし中断することもある。

アプリケや描画の対象（綾子白く、モデル）については直接的、間接的に紙面に記さ

れることが多いが時に記述内容と無関係に見えるアプリケが貼られる場合（例：第

2巻30－31頁図37）もある。アプリケや描画の対象の名前のみ『』つきで付記される

頁がある一方、自らの作品の行く末に対する熱い想い（第2巻22－23頁図33）や、「壱

万個琵柿型完成」の喜び（第2巻4041頁図42）など作家の気持ちが溢れて余白にま

で綴られた頁など、日記らしい自在さが惑じられる。また巻にもよるが、戸棚や長

持ちなど身の回りを整理した折、偶然再会した過去の小品を貼り付けている（例：第

1巻34－35頁図17や第3巷32－33頁図60）ことも興味深い。なお過去のアブノケ作

品を日記に貼る場合は、「古い作品」を貼った旨をその都度当該頁に記している。

日記の内容を目にするほど　日頃より敬愛する夫・晴の言う「観察の大切さ」の教

えに沿うがごとく、綾子は目にした四季折々の草花や野菜、魚、また岐阜県中津Iii

市に所有する宮脇家の別宅の豊かな自然など私たちが見落としがちな発見や出会

いを瑞々しい感性で捉え、巧みに切り取っていることがわかる。また晴や子供たち、

知人友人等との心温まる交流や忘偏的な記録だけではなく、制作に対する作家の真

撃な姿勢をしばしば知ることができるのも日記の醍醐味といえよう。

博物館実習について

豊田市美術館では、2017年度の博物館実習の一環として鮎よりえ日記》の第1巻から

第6巻までを文字に起こす作業を行った。6名の実習生皐がそれぞれ1巻ずつ担当し、

作家と作品および取り扱い方を事前の授業で学んだうえで筆者を含む学芸員立会

いのもと、作業にあたった。記載がくずし字であること、文中に学生が日ごろ接す

ることのない旧仮名遣いや旧字体、異字体が散見されることなどにより、l冊全て

を起こし終えることは目標とせず、定められた時間内で行いうる範囲とした。学生

たちにとってそれ自体が作品でもある日記を解読し文字に起こす作業は、直に作品

と対惜し作家の内面に触れる貴重な経験になった。本稿掲載の日記各巻は学生が文

字に起こした資料を校正し必要に応じて訂正を加え、また学生が着手にいたらなかっ

た後半の頁については筆者が作業を行った。筆者による作業終了後、さらに作家ご
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遺族の宮脇美保子氏、嶋地由美氏、嶋地奈美氏に第1巻から第3巷の内容を確認い

ただいた。日記の中にも登場する3氏は、晩年の綾子の身近にあってその日常や創

作活動をしばしば日にしている。ご遺族との連絡および内容確認、補足説明の聞き

取り、記載の過誤の修正等は成瀬美幸が行った。

2017年度の博物館実習で対象になった日記は、下記の通りである。

はりえ日記

はりえ日記

はりえ日記

はりえ日記

はりえ日記

はりえ日記

1巻：1972（昭和47）年2月19日－5月3日、45頁

2巻：1972（昭和47）年5月13日－12月14日、45頁

3巻：1972（昭和47）年12月22日－1973（昭和48）年6月14日、45頁

4巻：1973（昭和48）年7月13日－9月4日、45頁

5巻：1973（昭和48）年9月5日－10月20日、43頁

6巻：1973（曙和48）年10月20日－12月2日、43頁

本稿で掲載する日記は第1巻から第3巻。第4巻から第6巻は次号紀要に掲載し、

以降についても継続する予定である。

この度本稿制作にあたり、宮脇美保子氏、鳴地由美氏、鴫地奈美氏には多大なるご

厚情を賜りました。ここにあらためて心よりお礼申し上げます。
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註

1：『雪路綾子はりえ日記－ゴ（京都書院、1979年）、唱脇義子はりえ日記二言（京都書院、1984年）、『害臨綾子

はりえ日記』（1－3）（東方出版、1997年）

2：鳩地千賽子「母と過ごした日々jF生誕100周年記念アプリケ作家宮脇綾子の世界岩屋カタログ、NHKきん

きメディアプラン、2004年、178－179頁

3十毎夕食後ずつと日記Tに与に与のこと言／に貼り画をして居たが、日記には唱」を／措くことにし　これ

からは、ここに貼る事にする／毎日は、とてもやれないだらうけれど／つとめて賄って見よう。／楽しみ帖か

へんぎょう姑か一・・・…∵同はりえ日記〉第1巻（1972年）、中表紙

4：2017年度豊田市美穂踵博物館実習生：井関千詮、岡本亜李、谷崎壮大朗、長坂有紗、長田詩織、山際妙子（五十

音順）

凡靡l

・本文中の旧仮名遣い、i日字体、異字体、踊り字は原則として原文のままとした。

・本文中のカッコ等の孟号は、原則として原文のままとした。

・行間に付記されている挿入文はすべて〈）で本文中に表話し、文字サイズを籍－した。

・レイアウト上の潮かな改行は1行にまとめた。

・文章未の日付やサインは、行の下揃えとした。

・人名については重訳で醇説しているが、一部覇蚕が行き届かなかったものがある。
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iI湘iii0－両i肱（図の卜） 函rrI卜ii羽　目10－日i璃
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いシニbp坐櫛丘∩艮

誇edI各駅刃

匝つ壕∩艮ep吋ln田き∩艮毛

管蘭岨室

山へ†トト∴巾、ヽlトト
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蛇田e良二直中も勾〉曾山よ艮IJ－∪／、

製三縄くく仙台瑛＼′樽∩トJ也的輔＼／合羽宣樽〉緩い良いJAJ′

睡二部描蓑的雷呼e製刈田こせ抹のく各
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掌∩卜′哩艮e里心
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li駒　田園一団嶋田（囲寸寸）
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臼＋く廿＋liはii＋liⅢ　十陸つ
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